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表 1 筆者略歴．
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. は じ め に

筆者の経歴は一般的なエンジニアの歩みとは異なり，簡単

にまとめると表のようになる．そこでまずは，筆者自身の

ことを少しお話しさせていただきたい．

筆者は最初に卒業した大学では生命科学を専攻していた

が，卒業後に選んだのは企業内エンジニアとしてのキャリア

であった．しかし，エンジニアとしての業務を行う中で収益

構造や組織運営の理解が不可欠だと考え，日常勤務と並行し

て経済学を学んだ．そして，その知識を基に経営工学部門の

技術士資格を取得し，企業内技術士としての活動を始めた．

この辺りから複数の“草鞋”を履くようになった．

続いて，自社工場の建設に従事する中で専門家と対等に議

論できる能力を身に付ける必要を感じたことから，日常業務

の傍ら大学で建築学を学び，さらに電気加工の理解を深める

べく大学院に進んだ．大学や大学院での履修を通じて製造の

コストや組織経営，金属加工技術に関する原理が理解できた

ことで，社内の製造現場や勤める企業の加工取引先に対して

加工条件や生産に関する学術的なアドバイスができるところ

までステップアップすることができた．

その後，勤務先において複業が解禁されたことに伴い，技

術士資格を活かして2023年に個人事務所を開業した．そこ

では「経験と知見の共有が，日本の製造業の基盤強化に寄与

できるのではないか」との考えの下，コストや時間，人手の

面から後回しにされがちな製造現場の労働安全環境の改善や

加工や段取りなど製造手順の標準化の支援をしている．

そして現在は，労働災害を低減し生産の安定化に努めたい

との思いから，安全行動学という新たな学びの領域に踏み出

すべく，大学院に進んでいる．

このように，筆者の経歴は特定の専門分野に閉じることな

く，多様な領域を横断し形成されてきた．生命科学，機械，

材料加工，経済・経営，建築，安全，衛生工学といった異な

る分野の知見を統合することで，包括的な視点から技術と経

営を捉えることができるようになった．この異端ともいえる

経歴が筆者の強みであり，新たな価値創造の源泉である．

. 企業内技術士と独立技術士は同時並行で務めるべき

さて，表 1 の「草鞋の数の 3 足目」のところに記載して

いる「企業内技術士」について，少しお話ししたい．

まず，技術士は，科学技術の専門家として産業界や社会に
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表 2 企業内技術士と独立技術士の SWOT 分析．

 　 　 　 　 　 　What's 技術士

貢献するためにあり，学術的知見を基に社会や製品への実装

を主導する役割を担っている．金属工学分野に関していえ

ば，材料開発やプロセス革新を通じ，産業の基盤を支えてい

ることなどが良い例であろう．蛇足だが，技術士となると，

研究者やエンジニアとしてのキャリアに加え，技術コンサル

タントや監理技術者など多様な道を拓く可能性を秘めている

ことはお伝えしておきたい．

さて，前述した技術士には，独立・自営して業務を行う

「独立技術士」と，企業等の組織に所属する「組織内技術士」

が存在し，それぞれに強み，弱みがある．表に企業内技術

士と独立技術士の SWOT 分析結果を添付しておく．なお，

SWOT 分析とは，自社内部環境と外部環境を，強み

(Strength)，弱み(Weakness)，機会(Opportunity)，脅威

(Threat)の 4 つの要素を抽出・分析する手法で，企業や事

業の現状を把握する際によく使用されるフレームワークであ

る．

筆者は，製造業の「企業内技術士」としてガスタービン部

品の製造に携わりつつ，個人事務所と株式会社を経営する

「独立技術士」でもある．その筆者の経験を基に申し上げる

と，両者を両立させるメリットは大きい．企業内では見えに

くい技術トレンドを外部から捉え，業務に還元できる．例え

ば，独立活動で得た他業界の溶接技術の知見をガスタービン

部品の溶接施工に反映させ，効率化を実現した．また，企業

側としても，社員が社外で培った技術力を社内に持ち込む恩

恵を享受できる．さらに，学会での発表や交流を通じて企業

内データと外部視点を融合させた議論が可能となり，金属工

学コミュニティに貢献できる．それぞれの強みと弱みが補完

し合い，相乗効果につながるのである．このように「企業内」

「独立」の二足の草鞋を履くことにより，技術者としての視

野が広がり，産業全体の技術水準向上への寄与につながると

考えている．

それでは次に，企業内技術士と独立技術士それぞれでどの

ような業務を行っているかを筆者を例に述べる．

. 企業内技術士としての活動

筆者は，企業内でガスタービンの部品製造エンジニアとし

て業務に従事している．業務内容は以下が挙げられる．

ガスタービン部品の製造技術開発Ni 基超合金を用いた

部品の加工精度向上と加工法選定

新機種開発における技術的課題の解決と量産工程の確立

技術的課題の解決とスケールアップ対応

Ni基超合金の加工，溶接，熱処理技術の最適化レーザ

ー溶接，放電・電解加工などの加工条件改善

生産ラインの構築と改善加工姿勢，治具設計，製造指示

の標準化

品質向上と生産性向上歩留り向上，不適合発生原因の究

明と再発防止

金属加工屑のリサイクル鋳造品への再利用

などである．

企業内技術士でなければ，これらの課題解決に向けた対応

は難しい．企業のコアコンピタンスに深く関わり，大規模な

設備や機密データを扱うためである．例えば，Ni 基超合金

の加工技術や量産工程の確立には，企業内のリソースと組織
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表 3 製造技術コンサルティングとしての活動実績．
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的連携が不可欠であり，独立技術士が単独で再現するのは現

実的でない．また，金属加工屑のリサイクルは企業内の生産

プロセスと密接に結び付いており，外部からのアプローチで

は限界がある．

. 独立技術士としての活動

独立技術士である筆者が行っている活動は，主に製造技術

コンサルティングや講演である．

製造技術コンサルティングとしての活動においては，例え

ば表のような実績がある．

独立技術士であることのメリットは，企業間の垣根を越え

て柔軟に活動できることにある．筆者は現在，ガスタービン

の製造エンジニアとして培った知見を他業界で新たな視点と

して提供し，筆者の目標でもある製造業界への貢献を一歩一

歩進めているところである．

. 二足の草鞋のメリットと課題

 メリット

二足の草鞋を履くことの最大の利点は，知識と経験の多角

化ができることである．例えば，企業内で Ni 基超合金の加

工技術を磨きつつ，独立技術士として他業界のニーズを把握

することで，技術トレンドの先取りが可能となる．

また，人的ネットワークの拡大も大きい．企業内での同僚

や取引先，独立技術士としての活動でのクライアントや学会

員，同じく他の独立技術士の方々との交流が，新たな協業や

課題解決を促進することもある．そして，それが非常に勉強

になり，同士がいることで励みにもなる．これは大きなメリ

ットといえるだろう．

 課題と解決策

一方で，その大きな問題点は，時間管理の難しさである．

企業業務後の夜間や週末に独立技術士としての活動を行い，

さらに筆者の場合は家事や育児をも伴うため，常に過労のリ

スクを抱えている．また，独立技術士としての活動時間は，

自身による管理の下，法で定められている範囲内に収めなけ

ればならない．いかに効率良く，かつ全てを疎かにせず全力

投球するかは，大きな課題である．

これらの解決策として，軒並みではあるが，筆者は主に次

の 2 点を実施している．

◯ する/しない，できる/できないの境界を見極める．この

境界を決められるのは自分自身であり，自分自身が潰れ

ない範囲はどこなのかをしっかり見極める必要がある．

◯ スケジュール管理ツールを活用し，優先順位を明確化す

る．

この解決策の適用により，現状はある程度上手く回ってい

ると信じている．

他の問題点としては，利益相反の懸念である．企業におい

て技術上の機密を扱う立場にいながら類似技術分野のコンサ

ルティングに携わることは，技術者倫理違反となる可能性が

非常に高い．このリスクをいかに低減するかが課題である．

筆者の場合，契約書で守秘義務を厳格に定めること，勤務

先と業を同じくする者をクライアントとしてのコンサルティ

ングは行わないこと，クライアントと十分な事前調整をする

ことにより，リスクの軽減を図っている．

. お わ り に

一度しかない人生である．筆者は最期に「人生に一片の悔

い無し」と言えるよう，何事に対しても全力で挑む姿勢を貫

いている．さらに「幸運の女神には前髪しかない」(古代ギ

リシャからの諺)との思いから，目の前に現れたチャンスは

必ず掴むべきだと考えている．

現在は多くの企業で複業が認められつつあり，企業内技術

士と独立技術士の二足の草鞋を履くことも可能となってきて

いる．企業内での実践知と外部での柔軟な視点を融合させる

このビジネススタイルにより，技術者としての可能性を広

げ，産業界全体に貢献する道を拓くことができると考えてい

る．筆者も両者を上手く活用し，金属工学の進歩に寄与して

いきたい．

金属工学の未来を担う技術士が，二足の草鞋を通じて一層

の活躍を果たすことを願う．

(〒6760014 高砂市荒井町日之出町 13)
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